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解釈するものや（Meardon & Ortmann, 1996），同書が行動経済学の研究成果を予見して






























スミスは，徳の道（the road to virtue）と財産の道（that [the road] to fortune）とい






































                                                   
2 『道徳感情論』Ⅰ.iii.3.2。 
3 『道徳感情論』Ⅰ.iii.3.3。 














































































































プレイヤーの集合を𝐼 = {1,2,… , 𝑛}とし，𝑛 = 2𝑚(𝑚 ∈ ℕ)とする。戦略の集合を𝑆𝑖 = {𝐴, 𝐵}と
し，𝑥𝑖 = (𝑥𝑖𝐴, 𝑥𝑖𝐵)をプレイヤー𝑖 ∈ 𝐼の混合戦略とする。𝑥 = (𝑥1, 𝑥2, . . , 𝑥𝑛)を集団の混合戦略
プロファイルとし，𝛩を混合戦略プロファイルの集合とする。プレイヤー𝑖 ∈ 𝐼は，𝑡 ∈ ℕ期
に戦略 Aを確率𝑥𝑖𝐴(𝑡) ∈ [0,1]で選択する。同様に，戦略 Bを確率𝑥𝑖𝐵(𝑡) ∈ [0,1]で選択する。 
本モデルでは，プレイヤーが戦略 Aをとるということを，プレイヤーがある状況下にお
いて，戦略 A をとるべきだと考えていることとみなす。戦略 B についても同様である。プ

























イヤー𝑖の純粋戦略とし，𝑠 = (𝑠1, … , 𝑠𝑛 )を純粋戦略プロファイルとする。純粋戦略プロフ
ァイルの集合を，𝑆 =×𝑖=1
𝑛 𝑆𝑖とする。任意の純粋戦略プロファイル𝑠 ∈ 𝑆について，プレイ
ヤー𝑖の利得を，純粋戦略利得関数𝜋𝑖: 𝑆 → ℝによって定義する。 
混合戦略プロファイル𝑥 ∈ 𝛩がプレイされるとき，純粋戦略𝑠 = (𝑠1, … , 𝑠𝑛 ) ∈ 𝑆が使われる
確率を，𝑥(𝑠) = ∏ 𝑥𝑖𝑠𝑖
𝑛
𝑖=1 ∈ [0,1]とする。 
関数𝑢𝑖: ℝ
n → ℝを以下のように定義する。 





𝐾 , 𝑥−𝑖)と表す。 
𝑥の挙動を知るには，𝑥A = (𝑥1𝐴, … , 𝑥𝑛𝐴)の挙動を知るだけで十分である。𝑥Aを社会状態と
呼ぶ。 𝑥𝑖𝐴のダイナミクスを 
?̇?𝑖𝐴 = [𝑢𝑖(𝑒𝑖
𝐴, 𝑥−𝑖) − 𝑢𝑖(𝑥)]𝑥𝑖𝐴， 
とする。 
𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖)は純粋戦略 A をとった場合の，プレイヤー𝑖の期待利得である。𝑢𝑖(𝑥)は定義よ
り，各純粋戦略をとった場合の期待値， 𝑥𝑖𝐴 ∙ 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖) + 𝑥𝑖𝐵 ∙ 𝑢𝑖(𝑒
𝐵, 𝑥−𝑖)となる。















最も単純な場合である，𝑛 = 2としたときの混合戦略プロファイル，𝑥 = (𝑥1, 𝑥2)の挙動
を考察する。𝑥の挙動を知るには，𝑥A = (𝑥1𝐴, 𝑥2𝐴)の挙動を調べれば十分である。 
















1 )𝑥2𝐴 + 𝑎𝐴𝐵
1 − 𝑎𝐵𝐵





2 )𝑥1𝐴 + 𝑎𝐴𝐵
2 − 𝑎𝐵𝐵




𝑖 ，𝛽𝑖 ≡ 𝑎𝐴𝐵
𝑖 − 𝑎𝐵𝐵
𝑖 ，とすれば， 
?̇?1𝐴 = {(𝛼1−𝛽1)𝑥2𝐴 + 𝛽1}𝑥1𝐴(1 − 𝑥1𝐴)， 







































みなされない。ここで，戦略 A を徳の道に該当する戦略とし，戦略 Bを財産の道に該当す
る戦略であると定義する。戦略 Aを徳戦略，戦略 Bを財戦略と呼ぶ。 
                                                   
19 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖) = 𝑎𝐴𝐴
𝑖 𝑥2𝐴+𝑎𝐴𝐵
𝑖 (1 − 𝑥2𝐴)，𝑢𝑖(𝑒
𝐵, 𝑥−𝑖) = 𝑎𝐵𝐴
𝑖 𝑥2𝐴+𝑎𝐵𝐵
𝑖 (1 − 𝑥2𝐴)，を以下の方程
式に代入すると導出される。?̇?𝑖𝐴 = [𝑢𝑖(𝑒






























































                                                   




















































































































図１－５       図１－６ 










?̇?1𝐴 = ((𝛼1 − 𝛽1)(
∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠1
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽1)𝑥1𝐴(1 − 𝑥1𝐴)， 
⋮ 
?̇?𝑖𝐴 = ((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(
∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽𝑖)𝑥𝑖𝐴(1 − 𝑥𝑖𝐴)， 
⋮ 
?̇?𝑛𝐴 = ((𝛼𝑛 − 𝛽𝑛)(
∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑛
𝑛 − 1


















                                                   
23 𝑢𝑖(𝑒
𝐴, 𝑥−𝑖) = 𝑎𝐴𝐴
𝑖 (∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝑎𝐴𝐵
𝑖 (1 − (∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ))， 
𝑢𝑖(𝑒
𝐵, 𝑥−𝑖) = 𝑎𝐵𝐴
𝑖 (∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝑎𝐵𝐵
𝑖 (1 − (∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ))から，?̇?𝑖𝐴が導出される。 
24 ウェイブル(1999)の２１９頁及び，第６章６節を参照。 



















































































                                                   
26 同感タイプのプレイヤーが，財・徳の両タイプのプレイヤーの両者から影響を受ける
という点は，命題３の証明における∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 に反映されている。財・徳の両タイプが存在す








































                                                   






= ((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(
∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖
𝑛 − 1
⁄ ) + 𝛽𝑖)(1 − 2𝑥𝑖𝐴)。 













































𝛽1 0 ⋯ 0
0 𝛽2 ⋮ 𝑂
⋮ ⋱ 0
0 ⋯ 0 𝛽𝑝
𝛽𝑝+1 0 ⋯ 0
0 𝛽𝑝+2 ⋮
𝑂 ⋮ ⋱ 0



































ー𝑖については，他のプレイヤーの戦略に依存せず，平衡点を除いて常に?̇?𝑖𝐴 < 0が成り立つ。 
ii同感タイプに該当する成分 
ヤコビ行列の対角成分は，((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖) (1 − 2𝑥𝑖𝐴)である。このプレイ
ヤーに該当する成分に0を割り当てた時，連立微分方程式を線形近似した際の，対角成分
は((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖)である。∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 = 0とすると，(0,0,… ,0)の漸近安定性






の，対角成分は−((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖)である。0 ≤ ∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 ≤ 𝑛− 𝑝− 1と仮定
１より，対角成分は必ずしも負にはならない。 




































𝛼1 0 ⋯ 0
0 𝛼2 ⋮ 𝑂
⋮ ⋱ 0
0 ⋯ 0 𝛼𝑞
𝛼𝑞+1 0 ⋯ 0
0 𝛼𝑞+2 ⋮
𝑂 ⋮ ⋱ 0





































ヤコビ行列の対角成分は，((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖) (1 − 2𝑥𝑖𝐴)である。このプレイ
ヤーに該当する成分に1を割り当てた時，連立微分方程式を線形近似した際の，対角成分
は−((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖)である。∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 = 𝑛 − 1とすると，(1,1,… ,1)の漸近安
定性を検討することになるから，𝑞 ≤ ∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 ≤ 𝑛− 2。仮定１より，対角成分は必ずしも
負にはならない。 
このプレイヤーに該当する成分に0を割り当てた時，連立微分方程式を線形近似した際






















ヤコビ行列の対角成分は，((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖) (1 − 2𝑥𝑖𝐴)である。このプレイ
ヤーに該当する成分に1を割り当てた時，連立微分方程式を線形近似した際の，対角成分
は−((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖)である。𝑞 ≤ ∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 ≤ 𝑛− 2。仮定１より，対角成分
は必ずしも負にはならない。 
このプレイヤーに該当する成分に0を割り当てた時，連立微分方程式を線形近似した際
の，対角成分は((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖)である。𝑞 ≤ ∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 ≤ 𝑛− 2と仮定１より，
対角成分は必ずしも負にならない。 






に起こり得る。ヤコビ行列の対角成分は，((𝛼𝑖 − 𝛽𝑖)(∑ 𝑥𝑗𝐴𝑗≠𝑖 𝑛 − 1⁄ ) + 𝛽𝑖) (1 − 2𝑥𝑖𝐴)であり，

















に依存する。同感タイプなので両プレイヤーで，0 < 𝑘𝑖 < 1が成り立つ。 
𝑘3 < 2/3かつ𝑘4 < 2/3のとき，(0,1,1,1)が漸近安定となる。 
𝑘3 > 1/3かつ𝑘4 > 1/3のとき，(0,1,0,0)が漸近安定となる。 
𝑘3 < 1/3かつ𝑘4 > 2/3のとき，(0,1,1,0)が漸近安定となる。 
𝑘3 > 2/3かつ𝑘4 < 1/3のとき，(0,1,0,1)が漸近安定となる。 
𝑘3 ≤ 1/3かつ𝑘4 = 2/3のとき，𝑘3 = 1/3かつ𝑘4 ≥ 2/3のとき，𝑘3 = 2/3かつ𝑘4 ≤ 1/3のと
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